
  

●
消
防
出
初
式
（
６
日
） 

　
小
郡
小
学
校
運
動
場
を
会
場
に
、
小

　
郡
市
消
防
団
、
三
井
消
防
署
、
陸
上

　
自
衛
隊
小
郡
駐
屯
地
消
防
隊
に
よ
る

　
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
校
か
ら
西
鉄
小
郡
駅
前

　
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。 

●
第
52
回
成
人
祭
祝
賀
駅
伝
大
会
（
７

　
日
） 

　
１
２
５
チ
ー
ム
総
勢
６
２
５
人
の
ラ

　
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

            

●
平
成
18
年
度
成
人
式
（
７
日
） 

　
６
４
２
人
の
新
成
人
が
出
席
し
多
く

　
の
来
賓
の
祝
福
の
も
と
式
典
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、各
中
学
校
区
に

　
分
か
れ
て
実
行
委
員
会
が
企
画
・
準

　
備
し
た
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

●
少
年
少
女
野
球
教
室
（
８
日
） 

　
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
帆
足
和
幸
投
手

　

（
花
立
出
身
）
た
ち
の
指
導
で
野
球

　
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

            

●
ハ
ー
モ
ニ
ー
in
お
ご
お
り
（
11
日
） 

　
音
楽
を
愛
す
る
１
、
５
０
０
人
を
超

え
る
歌
声
が
小
郡
の
ま
ち
に
響
き
ま
し

た
。 

   

●
立
石
小
学
校
で
自
校
方
式
の
給
食
が

　
始
ま
り
ま
し
た
（
12
日
） 

●
東
野
校
区
公
民
館
落
成
式
（
26
日
） 

　
４
月
５
日
か
ら
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

　
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

           

  

●
ま
つ
ざ
き
桜
ま
つ
り
（
１
日
） 

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
市
民
が
集
ま
り

　
松
崎
の
桜
馬
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

●
第
14
回
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

　
テ
ィ
バ
ル
（
22
・
29
日
） 

　
小
学
４
年
生
以
上
を
対
象
に
し
た
４

　
種
目
に
１
２
４
チ
ー
ム
、
１
、
０
９

　
８
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。 

          

●
宝
満
川
河
川
敷
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

（
29
日
） 

　
小
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か

　
け
で
約
３
、
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
が
宝
満
川
の
河
川
敷
約
９
・
５

　
キ
ロ
で
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。 

   

●
味
坂
ポ
ピ
ー
祭
り
（
12
・
13
日
） 

　

「
味
坂
21
の
会
」が
育
て
た
、
た
く
さ

　
ん
の
ポ
ピ
ー
や
ル
ピ
ナ
ス
の
花
が
、

　
訪
れ
た
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し

　
た
。 

●
花
立
山
春
の
茶
会
（
27
日
） 

　
野
立
て
や
食
事
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

　
採
れ
た
て
野
菜
の
即
売
な
ど
が
あ
り
、

　
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

   

●
第
29
回
小
郡
市
民
水
泳
大
会
（
15
日
） 

　
三
国
中
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
出
場

　
者
の
中
か
ら
33
人
が
県
民
体
育
大
会

　
に
出
場
し
ま
し
た
。 

           

●
夢
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
２
０
０
７
（
４
日
） 

　
約
８
千
発
の
花
火
が
小
郡
の
夏
の
夜

　
空
を
彩
り
ま
し
た
。 

 

一
月
一
月

一
月
一
月
一
月

ニ
月
ニ
月

二
月
二
月
二
月

三
月
三
月

三
月
三
月
三
月

五
月
五
月

五
月
五
月
五
月

四
月
四
月

四
月
四
月
四
月

七
月
七
月

七
月
七
月
七
月

八
月
八
月

八
月
八
月
八
月
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●
行
く
ぞ
！
小
郡
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
０

　
７
（
18
・
19
日
） 

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ダ
ン
ス
コ
ン

　
テ
ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

　
れ
ま
し
た
。 

             

●
小
郡
市
民
ま
つ
り
（
25
日
） 

　
太
鼓
競
演
や
幻
想
的
な
七
夕
伝
説
な

　
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
、

　
最
後
は
全
員
で
の
総
踊
り
で
締
め
く

　
く
り
ま
し
た
。 

               

●
下
水
道
展
（
９
日
） 

　
下
水
道
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め

　
て
も
ら
う
た
め
、
宝
満
川
浄
化
セ
ン

　
タ
ー
で
施
設
見
学
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

　
を
行
い
ま
し
た
。 

   

●
第
13
回
市
民
ふ
れ
あ
い
運
動
会
（
７

　
日
） 

　
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽

　
し
み
ま
し
た
。 

          

●
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ハ
ー
ド
ル
」

　

（
20
・
21
日
） 

　
出
演
者
の
公
募
か
ら
始
ま
り
、
８
か

　
月
に
お
よ
ぶ
練
習
を
経
て
の
感
動
の

　
公
演
と
な
り
ま
し
た
。 

           

●
野
田
宇
太
郎
生
誕
祭
（
27
日
） 

　
松
崎
出
身
の
詩
人
「
野
田
宇
太
郎
」

　
詩
碑
前
で
、
故
人
の
偉
業
を
称
え
献

　
詩
の
朗
読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

●
第
４
回
あ
す
て
ら
す
フ
ェ
ス
タ(

27
日) 

　
講
演
会
や
食
事
、
体
験
、
展
示
の
コ

　
ー
ナ
ー
な
ど
健
康
に
関
す
る
イ
ベ
ン

　
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

            

●
花
立
山
秋
の
収
穫
祭
（
３
日
） 

　
地
元
の
採
れ
た
て
野
菜
や
手
作
り
の

　
加
工
食
品
の
販
売
の
ほ
か
、
芋
掘
り

　
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

●
第
５
回
お
ご
お
り
物
産
展
（
４
日
） 

　
小
郡
だ
け
で
な
く
、
呼
子
や
函
館
か

　
ら
の
出
店
も
あ
り
、
行
列
が
で
き
る

　
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

●
小
郡
市
民
文
化
祭
（
10
・
11
・
17
・

　
18
日
） 

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し

　
た
。 

   

●
人
権
週
間
記
念
公
演
会
（
９
日
） 

　
岐
阜
ろ
う
劇
団
「
い
ぶ
き
」
に
よ
る

　

「
そ
の
瞳
に
映
る
花
は
」
と
題
し
た

　
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

十
月
十
月

十
月
十
月
十
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月

九
月
九
月

九
月
九
月
九
月

　新年明けましておめでとうございます｡

  平成20年の輝かしい新春を迎え、市民の皆さま

のご健勝とご多幸を心よりお慶び申し上げます。

　本市の人口も58,800人を超えるなど、着実な発

展を遂げているところであり、これも市民の皆さ

まをはじめ、市議会、関係機関・団体などの多くの

方々の絶大なるご支援・ご協力の賜とお礼を申し

上げる次第でございます。

　さて、私は小郡市長に就任して以来、「人と自然

が調和する生活緑園都市・おごおり」をテーマに

まちづくりを進めてまいりました。その実現に向

け、私は３つの基本理念「①経営感覚に立脚した

市政運営」「②事業の選択と集中」「③市民との協

動によるまちづくり」を掲げ、市民福祉の向上と

小郡市勢発展のため、精一杯取り組んでおります。

　昨年は、東野校区公民館の開設、立石小学校の

自校方式による給食の開始、市史副読本「ふるさ

とおごおりのあゆみ」の小学校授業への活用など

に取り組んでまいりました。

　今年は、引き続き道路・下水道の基盤整備、三国

中学校の校舎増築工事、大原小学校の大規模改造

工事、西鉄小郡駅のエレベーター設置などに取り

組みます。また、宝満環境センターの新施設が完

成いたします。これにより、ごみの適正処理と資

源化へ向け、より環境に配慮したものとなります。

　今後さらに徹底した行財政改革に取り組むと

同時に、企業誘致など自主財源の確保に取り組ん

でまいります。

　私たちの小郡市をはじめ、地方自治体をとりま

く環境は厳しい状況にありますが、職員とともに

意識改革を行い、今後とも、「住んでよかった」「育

ってよかった」と思える魅力あるふるさとづくり

のため努力してまいりますので、よろしくお願い

いたします。

　終わりに、今年が皆さまにとりまして、素晴ら

しい年となりますことを心よりお祈り申し上げ、

年頭のごあいさつといたします。
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